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進級・入学おめでとうございます 

校長 菊地康一 

新たな時代を感じさせる春の良き日、８・９年生のみなさん、進級おめでとうございます。そして、７

年生のみなさん、入学おめでとうございます。令和５年度が始まり、生徒のみなさんも新たな気持ちで頑

張ろうと思っているのではないでしょうか。教職員も新たなメンバーで頑張ろうと思っています。春は、

やる気と希望に満ちた季節です。生徒も教職員も、今の気持ちを忘れずに、１年間頑張っていきたいと思

っております。今年度、西台中学校は次の３点を最重点目標として取組、「子どもたちの成長」につなが

るよう力を入れていきます。 

 最重点目標 

１ 生徒の主体性を育む 

  急激に変化している社会において、生き抜くためには、子どもたち一人一人が課題を見つけ、解決法

を考え、実行することが必要です。（現在は、人間にしかできないことです）本校の教育目標に「自ら

学び実行する人」とありますが、主体性が身につけば、学習も、スポーツも、仕事もできるようになる

のではないでしょうか。話し合い活動や行事、生徒会活動から取り組んで行きたいと考えています。 

２ 確かな学力の定着・向上 

  中学校では授業改善に努めてまいりますが、生徒一人一人課題が違うため、授業プラス家庭での学

習習慣を確立することが大切と考えます。いろいろな家庭学習の方法が考えられますが、一人一台端末

を活用し、家庭での学習習慣の確立に力を入れたいと考えています。 

３ 探究的な学習の充実 

  本校は、長年 SDGｓを各教科の学習活動や総合的な学習の時間に取り入れています。昨年度その取

組が評価され、文部科学大臣から表彰されました。その SDGｓへの学習をさらに進化させ、探究的な

学びを実施していきたいと考えています。正解は一つではない、そんな学びをみんなで深めていくこと

が、新たな時代を生き抜く力になると考えています。 

今年度、西台中学校では、上記のようなことに取り組み、子どもたちの成長を見守りたいと考えているの 

で、どうぞよろしくお願いいたします。 

 

入学式での歓迎の言葉から一部抜粋 ※９年生がこんな素晴らしいことを伝えてくれました。 

～ 学校は大変だなぁとただ過ごすのではなく、それなら自分で面白くする努力をしてみましょう。貴重な三年間、文句を口に 

するだけでは変わりません。なにか不満があったりするなら、それを解消できる力が皆さんにはあるのです。1人で難しいなら 

仲間もいます。上級生や先生方も待っています。相談されて嫌がる上級生と先生は西台中学校にはいません。遠慮なくどん 

な事でも言ってください。必ず力になれると思います。中学校を卒業するまでに達成する目標をたて、多くのことに挑戦し、学 

び、経験し、実りのある三年間にしてください。私達は、みなさんと送る中学校生活を楽しみにしています。笑顔が絶えない西 

台中学校を共に作っていきましょう。                       在校生代表             



令和５年度 異動・退職された先生方（教科順で記載） 

※個人情報のため、WEBサイトでは削除しました。 

令和５年度 教職員組織 

※個人情報のため、WEBサイトでは削除しました。 

 


